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西ドイ．ツ1971年農業センサス分析（1）

一
新しい経営分類と階麟区分一

　　　　　　　　　　　　　　村　　　田 武

Analyse　der　Landwirtschaftszahlu簸g　l971　in　der　BRD（1）

　－Neue　Kiassifizierung　und　Gr6P）eneintellung　der　Betriebe－一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takeshi　MURATA

　1971fU1ユrte　das　Bundesministerium　fUr　Ernahrumg，　Landwirtschaft　t蓋1、d　Fors｛eR（BML）

die　Landwirtschaftszahlung　durch．1）le　Ergebnlsse　der　Landwirtschaftszahlung　1971　s｝nd

sehr　ergiebig　ftir　ehie　Un宅ersuchung　der　m◎deme〔l　Agrarstruktur　der　BRD．

　Die　Me亡hode　der　LaRclwirtschaftszゑhlung　1971　hat　zwei　charal〈terlstische　Merk韮nale．

ErsteRs　：Stat｛der　Abgrenzumgs1くrl之erlen　der　Bodennt　tztmgssysteme，（L　h．　des　Verh鼓lt－

nisse＄des　Anbaus　zL韮r　landwirtschaftlichen　Nutzfl21che，　is宅der　Stufenbai玉der　Betriebs－

syste三エ叢at量k　nach　der　Struktur　des　S重andarddeckungsbeitrages　ei韮1es　Betriebes　als　eine

Methode　der　Betriel）sklassifizierting　aufgenommen．

Zweitells：Als　wichtige　Methode　wurde　die　GrOBenelnteilung　der　Be£rlebe　Bach

Einkommensgr6Be　（Betriebseinkommen）zt蓬sammen　mit　der　blsher　an慕ewendeten

Gir6βeneln£eilung．　nach　Gr68ellklasse瓦l　der　landwirtschaftlichen　Nu毛zfl養che　el監igeftihrt．

Diese　belden　Merkmale　werde南n　dleser　Abhancllung．　ausfahrlich　erkl譲rt　uRd　analyslert．

はじめに

　薦ドイツ連邦食糧農林省は1971年に農業センサス（Laηdw酸schaf重sz翻lt韮ng　1971）をおこな

った。1949，60年についで戦後では第3團陵の農業センサスである。この聞，1955年農業法の成

立にともなう農業簿記調査　（Landwirtschaftllche　BuchfUhrtm9）カミ毎年おこなわれ，1966／67

年にはEEC農業構造調査（EWG－Agrarstru1《turerhel）ul19）がおこなわれている。前考は約

8，000経鴬（全経営のG．5％），後者は約20％の抽出調査であった。薦ドイツにおいても，60年代

の農業構造の変動は激しいものがあり，その全貌を掘握するために，悉皆調査である農業センサ

ス結果の発表が待たれていた。

　最近ようやく開姶されたセンサス結果の公表を契機に，藤ドイツにおける農民旛分解の藻叙本的
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分析が蔚進するであろう。

　ところで，1971年農業セシサス結果の集計においては，従来みられなかった方法が導入されて

いる。すなわち，（1）経営分類方式として，従来の土地利用方式（Bodennutzungssystem）にかえ

て，生産部門別分類ともいうべき方法が採用されており，②階愚匿分方法として従来の農用地面

積規模別区分（GrOBenklassen　der　lan（lwirtschaftliclten　Nutzflache）とともに「所得規模」

別区分が導入されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　つ　　　の　　　の
　本稿の諜題を，うえのような1971年農業センサス結果集計方法を検討することにおきたい。ま

ず，今次センサスの全休像を概観しておこう。

1　1971年農業センサスの全体像

　1．広範な総合調査としての農業センサス

　1971年農業センサスは同年5月に施行された基本調査（Grunderhebun9）を中心にして，纈主

調査（Haupterhel）un9），（B｝特別調査（Sondererhebtm　sr），◎事後調査（簸tcherhebtmg）1こわ

たるきわめて広範なものである。それぞれについて調査名称弔毒期・対象・調査項目をしめすと

第1表のとおりである。

　lA庄調査では，まず基本調査として全経営を対象に，経営の法形式（Rech£sform）・土地利用

・家畜保有数・土地所衡（自小作）関係（Besitzverhaltnisse）が調査される。次いでこれをもと

に，全調査（Vollerhebung）という名称で，時期をずらせて悉皆で，収入源泉，簿記，経営主が

避難民であったかどうかの区別（Vertriebeneneigenschaft），樹種別林野爾積，経営霊・家族員

の就業状態，恒常約雇粥労働力数，機械利用，経営閥脇業，借地関係などの諸項際が調査されて

いる。さらに補足調査（Zusatzbefragung）として，完全借地経営調査（約42，000iew対象），契約

栽培経営調査（約58，000戸対象）が実施されている。これらは西ドイツ農業の資本主義的構造の

特質を明らかにするうえで基本資料を提供するものであろう。また，これらとは別燗に2系列の

抽出講査（reprasentε痢ve　Erhebun9）カミおこなわれている。第iは農業経営抽出調査で抽出率

20％，約23万経営，第2は林業経営抽出調査で，抽出率は王ha以上の林地をもつ経営の20％，

約7．8万経営を対象にするものである。投資額，農林産物販売額など悉皆調査ではカバーできな

い項囲が調査されている。

　｛B）特溺調査は共同経営や農業機械賃貸企業を対象とする。共岡経営調査　（Erhebtmg　tlber

Gemelnschaftsbetriebe），　農業経営協同体調査（Erhebung　Uber　Gemeinschaften　lanclwirt－

schaftlicher　Betrlebe），農業生産者協同体調査（Erhebung　ti1）er　latdwirtschaftliche　Erzeu－

gergemelnschaftel1），林業遮合体調査（Erbebung　tiber　foystliche　Zusammenschltisse），農業

機械賃貸企業調査（Eyhebung　iiber　landwirtschaftliche　LohnmaschineR　gewerl）lichen　Unter－

nehmen）などである。共同経営，協同体等の区別については，調査結果が未公表のため判然と
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しない。農業機械賃貸企業については，はじめての澗査であり，機載賃貸形態での資本による農

民経営の直接的掌握の実態，さらにはマシーネン・リンクなど機械の共問利罵との関連が明らか

に二されている。

　（C｝事後調査は特殊的な経鴬音｝1門を対象としており内水磯漁業調査（Binnenfischereierhebung），

園芸調査（Gartenbauerhebi．tng），集約果実経営補足調査　（Ztisatzl）efraguUg　im　Intensiv－

obs£bau），ブドウ経営調査（Weinbauerhebtmg’）などである。

　2．　調査対象経営の限界

　農業センサスの中核をなす「塞本調査」は，農林漁業経営一一ただし漁業については内水醸

漁業に限定一一のうち調査対象を確定すること，いいかえればセンサス統計上の経営数を確定す

ることを第1の猛務としている。前掲第1表にしめした諸調査のうち，｛B、特別調査，および◎事

後調査のうち（5｝ブドウ協岡組合等補足調査をのぞくすべての調査は，この基本調査で確定された

経営を対象とするものである。

　ユ971年農業センサス「基本調査」は調査対象経営を以下のように限定している。

　（1＞農爾地（作付地），または林地，または漁業用水面（lan（lwiirt／schaftlich，　fors£wirtscha想lch，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　サ　　の　　　　　　の　　　
flschwirtschaf嶺ch　genutz宅e　Fltlche）のいずれかが1ha以上の経営。および，（2＞農用地（作付
　

地）lhεミ未満経営のうち生麓額（際家滴費ラ｝をふくむ）が年間4，000マルク以上の経営。1）後者

はいわば例外焼定経営である。ところで，このような調査対象の限定は，／966／67年EEC農業構

造調査いらい利欄されている。これはEC共通農業政策，なかんずく共逓農業構造政策の進展と

かかわっており，加盟国の農業経営に騨する統一的資料の獲得がめざされているといえよう。

　1960年農業センサスにおける調査対象の限定は以下のとおりであった。すなわち，α懸蕾調査

の嬉象は経営（総）面積（Betriebs－（Gesamt－）flache）2ha以上の経営，（2）別に抽出調査の対象と

して経営懸積0．5－2haの経営。

　1966／67年ε£C農業構造調査いらいの濃用地（作付地）（landwirtscliaftilch　genutzte　F］ache，

LF）は，196G年センサスでの経営面積，さらに従来，農業経営階懸区分の指糠として利胴され

てきた農用地（lanclwirtschaftHche　Nutzf絵cl｝e，　LN）ともその概念をことにしている。経営而

積の新しい利用形態男1土地構成は第2表のとおりである。農用地（LN）には従来，利朋されて

いない耕地・永年放牧地。樹園地・ブドウ園などもふくまれていたのであるが，これらを農粥地

（作付地，LF）から除外し，農用地（非作付地），として別個に鷹分した。このような統讃麺狸

．ヒの変更は，近年の社会的休閑（Sozialbrache）すなわち耕作放棄の増加を反映したものである

とされている。2）

　農用地概念がうえのように変更されたことは，照ドイツ農業経営数について，ig60，70年爾農

業センサスは厳密には連続姓を失なったことを懲味する。とくにこれは欝細規模麟においてみら

れることであるが，1960年農業センセス結梨での農用地（LN）2ha朱lll毒経鴬46，3万経営の，7ヱ
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　　　　　　　　　　第2表　経営面穣の利罵形態男弓構戯

購、、）耕地。。kerlan、　　｝

地　　　　　　　　　　　　　　1

劃：：澱齢　灘欝ll欝∵a））
創　　　　　　　1・l」ヤナギ・ポプ瓶クリスマス・・り噸
V　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　巨4農絹地俳作付地）　　　1社会約経済的等の環1撫で利用されていない土蟻
　　　　そ　1　　　痴cht　mehr霧enutz亡e　　（Sozialbrache）
　　　　　　l　I…IW・Fla・he

　　　　訓：灘総1鞍

　　　　　　　　Walcl

　　　　　　脚翫。、sser

　　　　　　l⑧その他　　　　　　　｝宅地，屋敷地，道路敷地，花園，鷹嗣
　　　　　　1　　　　　　　　　　1

　　　　舗㌦灘麟、，he

　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l

（｝｝1所）　Statisti．sches　Jαメz1マbZich　i｝ber　Eア電？）ftSznmg　Laxd’a＞irtsc∫zα∫t　ll）Mぎ　Foザsten　1973，　S．67．

年農業センサス結果での農用地（作付地，LF）2　ha未満経営28，2万経営への減少18，1万経営に

は，農用地概念の変璽によって調査対象外となった経営がふくまれいる。3）

H　新しい経営分類と階層区分方法

　1．土地利爾方式経営分類から「生産部門」別分類へ

　1949，60年農業センサス，さらには農業簿記調査においても，農業経営はその農用地にしめる

作物の栽培禰積比率による，いわゆる土地利屠方式によって分類されてきた。第3表がこれをし

めしている。

　この土地利用方式による経営分類は，熊代幸雄教授がつとに指摘されているように，「市場経

済の発展した，億ぽ購一の技術段階の農業地域にあって，農業経営の商品生産的機能の分化を区

分する方式として意義がある。」”）また，ギ作付割合での首位・副位が作思での生産方向として鷺

的に捉えられ，経営の商品生産方向を産論別に捉えうる区分」5）として，有効性をもっていたと

いえるであろう。畜塵部門が経営分類の＄t：接の指標とならず，飼料作物の作付比率から聞接的に

把握されるにとどまっていたことも欠陥にはちがいないが，畜産部門が経営内生塵物を飼料とし

て自給できていたかぎりでそれなりに容認できることであった。ところが，畜産一一とくに養豚

・養鶏部門一が，暴本的に購入飼料によって経営される傾向を強めるにいたって，土地利用方

式分類は，腿業縄鴬類燈を適絡に撰握するには不十分な分類方式となったといわねばならない♂り

　今次センサスでは，Tl：漣利用方式分鷺｛にかえて，収益額の比率でみた生麗部門分類というべぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81．



第3表　農粟経営の土地利用方式分類

土地利朋方式

工特殊作物経鴬
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lll難　lG－1ヨ；騰凱ll
マ籍篇∴……tて…“内1。∵一…∴∵丁∵二∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＿雛難経蟄　　一一．⊥＿二．＿Lρ廼．上竺・・．．L輿盤
v蕊讐撫繍副　一隔一15∴一，。∴一、。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　その羅営　　　　　ミ　　ー　　1うえの作概融・あてはまらな1い織

　（注）　1）果樹鳳樹苗，ブドウ栽培地，ホップ，タバコ，薬飛穂物，香辛料植物

　　　　2）馬鈴薯，甜菜，その他飼料根菜，根菜採種，飼料キャベツ類，野菜，野菜採種，その他

　　　　　　園芸作物

　　　　3）穀物類すべて，トウモロコシ

　　　　4）　×誓取用．放牧用牧草，　クローバー等緑腔1類

　　　　5）甜菜作付が根菜類の5G％以L経営（ただし甜菜作付が農用地の15％以上）

　　　　6）馬鈴薯作付が根菜類の50％以上経営（ただし馬鈴薯作付が農期地のユ5％以h）

　　　　7）根菜作付が農胴地の25％以上をしめるが，1種の作付が顕著でない経営

（出所）　Statistisches　Jaltrろ’tch勧31’Ernftitrting　Lan．divirtschaft　ttll（X　FerSten，1972，　S．25

方式が導入されることとなった。

　この紙しい経鴬分類方式を検討しよう。

　2．　生産部門別分類の指標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　　　　　　　　の　　　
　生産部門の比重を個々の経営について判別する指標は，「標準費用補償額」（Standarcldeckungs－

beitrag）7）とよばれているものである。

　「標準費嗣補償額」は粗産出額（Bruttoleistung）から変動費（variable　Kos£elつを1空除した

差額である。

82



　1）　粗産生額の推計

　膿業センサスの調査票そのものでは，耕地・幽地での作物溺作付颪積，樹園地・永年採草地の

瀬積，畜産では畜種刷家畜頭数が調査されるにすぎない。この調査数値をもとに，作物について

は〈作付醸積×ヘクタール当り生産量x生産者価格〉，畜麓についてはく家畜保有数x1頭当り盤

産燈X生藍者価格〉によって粗産出額が算：出される。作物のヘクタール当り生産蚤，生産者緬絡，

畜産の1頭当り生産燈，生産者掻格はいずれも農業1重寧記調査結果資料が推計の麩礎数値として援

用されている。個々の作物・畜塵物の生塵鐙。販売額を記｛llミしている経営は少ない。麗出額を得

るためには，農業簿記調査結果によらざるをえないわけである。

　ところで，生藍澱，価格についてはいうまでもなく経営間・地域間絡差がどの作物・畜麓物に

ついても存在するし，年次別変化も見逃せない。この問題の処理は次のようになされている。

　作物は，1967，68，69年の3力年のlha当り平均生産鷺によって，西ドイツ全圏にわたって

「平均以下」。「平均」。「平均以⊥」の3段階の地域格差を推計に組みこむ。地域区分は行政区分

である191（Kreis）単位になされている。，s）牛乳は，1970年の乳牛1頭当り平均搾乳慧：によって，

牛乳をのぞく畜塵物は1967／68～69／70年の1kg当り平均焦塵者嫡格によって岡様な3段階地域

区分がなされる。9）ゆ推穿卜簡略化のためと考えられるが，作物および牛乳の生産者価格（1kg巌

り）は金国均等，他方で牛乳をのぞく畜麓物の生塵愚（1頭当り）も全園均等と前堤されている。

　すなわち，糧塵出額を構成する生塵量，生塵者価絡の経営閥。地域闇格差のうち，地城間格差

の考慮一ただし，それも！；！l単位に金国を3段階に鷹脅する方法で一にとどまっている。土地

条件，衛場条件，経営規模，資本投下盤の差にもとつく経営間格差は統欝拠理上，無裡されてい

ることに注意を要するわけである。

　2）　変動費を構成する費醸

　変動費を構成する費隠は次のとおりである。

作物……①種子，②購入腿料11），③農薬など横物保護費，④変動機械費12），⑤その他変動費。そ

　の他変動貴では，穀物の場合，琶害保険が70％をしめ，トウモmコシでは乾燥費，野葉では包

　装・販売費が霊である。

畜産物……①素畜補充費，②濃厚飼料13＞，③粗飼料，④獣医費，⑤変動機械費，⑥その他変動費。

　その他変動費は，人浬1授精費，家畜保険など。

　「標準費用補償額」ほ，以上のように，粗塵出額から直接物財費を典型とする変動費を控除し

たものであり，農業用建物・機械の減価償却費など鰍々の作物・畜種に費胴を分鰯できない醐定

費・共通費は控除の対象とされていない。

　ここで，いくつかの作物・畜種について，　「標準費綱補償額」算出の実際をみると第4表のと

おりである。現実にほ1971／72年度のゑ1三産量がほとんどの作物・搾乳：｝逢・採卵量に：沁いて，謙算

の爆礎となった1967～69年の3力年平均生産鑓：よりも商水準であったこと，また生麗者価格にっ
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第4表　「標準費用補償額」算出の例　　（1＞窪物

跣醗蕉「…．艦蕊涯＿鑓出額陵職鶴縣償嚢

冬小刻

甜菜；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
馬　鈴　薯l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　．　1

i平均以下
　　　　｛－
　　　　　　　　　　1’幽‘．
39・4門平　均　　42

…71蓉……下…τ4・8－l
　　　　　　I…一一一一

マノヒ2／ha　　　　－…一

45。　｝　　968
　　　　　　　　　　　　　 i

　　　　　　　　　　　　　　1，655
　　～～－1……………一一「一
平iξ｝以上　　1　　　　　　48　　　　　　　　　1，891
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

51・
i　1・14Jr

単均以下

7．70　　　平　　均

平均以上1

平均以下

　　　　　　　　　　　　　1　　570
　　　　　　　　　　　　　－！一一…一一一一……

＿389
＿
・＿冤鋤＿｛＿＿』1免＿率．．

　　・58｝・，527　　1・・2・

　　527　　　4，°58　　　1・°9G　！、

　　　　248　　　　　　　　　3，224　　　　　　　　1，27〔｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

oo3，＿

物塵畜

平　　均 292

1，321

2，045

2，507

2，968

1，954

｛平均以上「336
1　　　　　　1．一．

　　　　3，796

＋殖⊥一三，39・｛

　　　　　　け　く　ヘコ　お　　ロ　い　　　　お　へへり

1，33G　l　2，466

．．1－i．91．g．

2

　　生巌量
k9，姻／1頭・羽

｝欝1隷：；：灘蛎詳鷹・2・
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乳　牛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仔牛　　　　牛乳

附のもの）禰1雑煮1鞠以上頑：；：：㈱
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いてex　1971／72年度の｛｝lli格水準が1967～69年の平均生産者価格より，作物ではわずかに，畜藤物で

は大きく上まわったこと，さらに黄用は実際より高く評憾されがちであったこと等々の狸由によ

って，1971年センサス結果での「標準費用補償額」は低く見積られているといわねばならない14）。

　3．　赫しい経営分類

　「標準費粥補償額」ほ催々の作物・畜種について鋒出され，次いでこれらの作物・畜種がグル

ー ピングされ，経営分類の指標とされる方法がとられている。

第1図　経営分類のための作艮グjL－・・ビング

　　　　　　　　　r④馬鈴薯。甜菜など根菜

　　　　鋤働1鍵うち穀雛との珪輪作で栽舳るもの

rl’　！」seF：1”va　．，1／融糠凝鑑、＿襯＿）

1　轍作物ぐ審撃欝｛

　　　　！酪　農……搾乳中の乳牛
1飼籾ド　　、・鱒獅の琳をのぞくすべての牛

蝶

餐

永年作物

／，’　Sl｛’1；

　　　　　　i

園芸；

　　撫植物）｝鉢植植物

　．樹

（出5断）　Land．zvirtscl1a∫tsxahtun9　『97」， 1－left．5，　S蜘 14参照

　1＼肉まト1②羊
　　　　　1③罵

蓄1養疾藷膿捲縁上）

　、養　鶏……すべての鶏

　　果樹作……樹園地（イチゴをのぞく）

　　　　　　　t①ノ戊醐
　　ブドウ作…
　　　　　　　k②朱成園
　．、ホップ作……ホップ

　　　鋸　地……露地で野菜のみの輪作で作付されるもの
　　　　　　　　　（野草，アスパラガス，イチゴ）
菜1
　　　施　設……施設で野菓のみの輪作で作付されるもの
　　　　　　　　　（野菜，アスパラガス，イチゴ）

　　ド露地

　　tt施設切花

蕾

　新分類での作属グルーピングは第1図のとおりである。これを従来の土地利用方式分類におけ

る作員区分と比較しながら特徴づけよう。（前掲第3表（注）を参照）

　α｝土地利絹方式分類で「特殊作物」とされていた果樹・樹苗・ブドウ。ホップ・タバコ。薬用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　
植物・香辛料植物のうち，果樹・ブドウ・ホップは永年作物（Datierkulturen）部門に編入される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85



　（2）土地利周方式分類での「縛耕作物」のうち，バレイショや甜菜などの根菜類は新分類では，
　の　　の　　　の　　り

集約作物（ltitensivfi’Uchte）として粗放作物（後述）とともに交易作物（Mark亡fruch⇔部門を

構成する。なお，前項の「特殊作物」のうち，タバコ・薬ナ長1植物・香辛料植物も新分類では集約

作物に編入される。他方で，従来，ド褥耕作物」にふくまれていた野葉類は，その作付方式によ

って①集約作物に編入されるもの，②本来的農業部門とは別鰯の園芸（Gartenbau）に編入され

るものとの2区分がなされている15）。前者は野菜以外の作物（毅物Pバレイショなど）との輪作

で栽培されるもの，後者は野菜専作のばあいである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　の
　③土地利期方式分類での「穀物」　（トウモロコシをふくむ）は，新分類では粗放作物（Exten－

sivfrUichte）とされる。粗放作物には穀物以外に豆類，ナタネ類がふくまれる。この粗放作物と

菌項の集約作物の爾群が，直接市場にむけられる作物としての交易作物部門に大きく統括される

わけである。

　（4）土地利燭方式分類での「飼料」作付比率にもとつく飼料経営の析出は，藩分類では蟻も大き

な変更がなされた。新分類では「標準費胴補償額」が直接分類指標とされるから，畜産の4大部

門（酪農・肉牛・養豚・養鶏）が区分されうる。しかも，経営内飼料に依拠する酪農。肉牛部門と

購入飼料依存の養豚・養鶏部門が区分され，前者は飼料作（Futterbau），後餐は養畜（Veredlung）

部門として大区分される。

　以上の作目グルーピングを葡提に，作物・蜜種瑚「標準費用補償額」比率にもとついて新しい

経営分類がおこなわれる。第5表はこれをしめしている。

　新経営分類は「階1藏的毅階構造」（hierarchlsche　Stufenbau）として体系づけられているので，

これにそってみることにする。　（第2図）

　まずr標準費用補償額」で直接評髄することが無葱味であるか，重要ではない作物・畜種の生

塵が申心である経営は，「分類不能経営」として以下の分類から除外されている。たとえば作物

のうち，飼料用甜菜・キャベツ，牧草などは家蕾の「標準賛用補償額」によって，畜産物のうち

仔豚は母豚のr標準費用補償額」によって間接的に評爾されざるをえない。また役馬の労働を評

価することはこの方式では重要ではないとされている。

　第1段階（経営頷域Betriebsbereiche）一一農業，園芸，林業の大屡分。

　いずれかの領域の「標準費用補償額」が総額の75％以上である場合はこれら農業，園芸，林業

に区分されるが，50～75％の場合は「結合経営」（Ko搬bina£iol｝sbetrlebe），さらに5◎％にも満た

ない場金には「結合複合経営」（Kombinierte　Vebundbetriebe）として別偶にとりだされる。

　第2段階（経営形態Beti　iel）sformeR）一農業，園芸はそれぞれ「経営形態」に区分される1“）。

匿分越準は各部門の「標準費用補償額」比率50％。50％に満たない場合には混合経営（Gemisch重一

betriebe）のあつかいをうける。

　第3段階（経営様式Be℃riebsarten）一経営形態は専門経営と複合経営の区分をうける。経営

形態を確定した「標準費胴補償額」銘率が75％以上の経営を専門経営（Spezlalbetriebe），50～
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第5表　新経営分類の基準　　（1971郊農業センサス）

「標準費用補償額」（Standardclecl〈ungsbeitrag）の比率　　　　　（％）b
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75％の経鴬を複合経営（Verbundbetriebe）とする。土地利彬方式分類では検出カヨ困難であった専

門経営は作物・密産の｝而方でより明確に把張1されることとなった。

　第4段階（経営タイプBetriel）stypen）一第3段階で得られた専門経営，複合経営のそれぞ

れを，さらにその内部でより支配的な経営部門（Betriebszweig）を基準として最小の匿分をおこ

なう。たとえば，交易作物経営は集約作物経営と粗放作物経営の2部門に，交易作物複合経営は

交易作物・飼料経営，交易作物・養畜経営，交易作物・永年作物経営の3部門に匿分するといっ

たごとくである。

　かくして，新経営分類は従来の土地稗1ヨ方式分類が14部閃で把握していた経営を，農業で25経

営タイプ，園芸で9経営タイプ，林業で1経営タイプ，結合経営で6経営タイプ，結合複合経営

で1経営タイプ，合計42経営タイプに区分する。きわめて細分化した区分が導入されることにな

ったわけである。このような経営分類の細分化は，それ禽体としては複雑で，分析にあたっては

一定の簡略化を必要とするであろうが，農業の地域的・部門別専門化過程をより的確に把握する

ことを可能にするのではあるまいか。

　4．新しい経営規模階麟区分指標（所得規模）の導入

　繭ドイツ農業統計における経営規模階層鼠分の指標は，農用地面積。経営面積など土地面積に

かぎられていた。このことが，経営の集約度の格差が拡大しているにもかかわらず，隅一土地面

稽規模の経営は阿一階愚に包括されざるをえないという問題をもたらしてきたのである。

　1971年センサス結果集計においては，階繕鼠分指標として「所得規模」（EinkomrnensgrOBe）

が親たに導入された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　所得をいかなる水準でつかむかということ自体も問題にはなりうるが，ここでは「経営所得」

（Betriebseinkommen）すなわち粗収益一（物的経費÷経営租税）を基準としている。ところが，所

得額を記帳している経営は少なく，かつ偲々の生塵部門に所得を分離することは幽難である。さ

きの「標準費用補償額jと同じく，「経営所得」を算出するにも，やはり農業簿認調査結果が参考

にされ，査定（Tax）がおこなわれざるをえない。かくして得られる経営所得は「平均的にありう

べき経営所得」として，実際の経営所得之は区別され「経営所得（T　＝＝　K，定）」とよばれている。

　経営所得（T）の算謁方法は下のとおりである。

　　「標準費胴補償額」総計　一　個々の作物・畜種に分割できない固定費・共嶺費1の

　　　　　　　　　　　　　　　　（建物・機械滅佃償却，一般糧税・保険）

　　　　　　　　　　　　十　その他収入18＞

1　　　　　　　　　（補助金）
1　　　　　　　　　　　　＋　その他の経営部囲とはかかわりのない穆量得19）

　　　　　　　　　　　　　　　　（狩猟・漁業地代，雇矯労賃収入，機械賃貸収入）
　　　　　　　　　　　 1

－一一＿

」
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　現実の経営計算では経費として支出されているにちがいない雇用労賃・欝地士也代・債務利子な

どが控除されていないことに．まず注意が必要である。　「機準費用補償額」計算において地域格差

がある程度反映されており，したがって経営所得（T）にも地域的特徴はそれなりに反映しうるが，

経営間に檸在する諸条件の差異は捨象されている。また，すでにみたとおり「標準費用補償額」

が1971年センサス結果では低く評価されたから，この経窺所得（T）も実隙に櫃々の経営で得られ

た経営所得よりも抵い見積りとなっている。

　おわりに

　1971年農業センサス結果そのものの分析は以上でみてきた薪しい集計方法をふまえてなされな

ければならない。詳細な検討は溺稿にゆずるが，おわりに新経営分類による農業経営数について

概観しておく。（前掲第2図参照）

　経営総数115．3万経営のうち，分類不能経営1．4万経営（総数の1．2％）をのぞいた113．9万経営

は農業（領域）99．7万経営（総数の86．4％），闘芸2．2万経営，林業9．4万経営，結合経営2．6万経

営，結合複合経営0．01万経営に分類されている。農業に検討を限定するために，園芸についてさ

きにふれておきたい。

　圏芸にふくまれるのは，闘芸部門の「標準費用補償額」が総額の75％以上という園芸部門への

特化がきわめて顕著な経営である。それだけに園芸経営に分類されている経営は2．2万経営一

西ドイツ総経営数の1．9％にすぎない。しかも園芸経営の特徴は，醐芸混合経営が園芸経営総数

の0．7％（148経営）にすぎないことにみられるように，野菜，花卉，樹苗のいずれかの部門への

専門化が本格的に進んでいることである。

　農業（領域）99．7万経営はどうか。経営数で最大の経営様式は飼料経営である。これは農業経

営総数の45．4％をしめる。次いで交易作物経営の23．1万経営（23．1％），農業混合経営の21．4万経

営（21．5％）である。園芸に比較すれば，混合経営の比率が高い一複合度が依然高い経営の荏続

一一 ことがわかる。

　交易作物経営……専門経営カミ9。6万経営（この経営様式総数の41　．996）。このうちバレイショ・

甜菜などの比率が高い集約作物経営は3．0万経営（専門経営のY3），穀物などの比率が高い粗放作

物経営は6．7経営（同じく2／3）である。交易作物を主幹部門とする複合経営が13．4万経営あり，

とくに飼料作との複合経営（畜産なかんずく乳牛・肉牛との複合）が8．5万経営と過半数をしめ

ている。

　飼料経営……飼料経営においては複合経営なかんずく交易作物との複合経営が29．4万経営（65．

1％）にのぼる。慶合経営が合計32．1万経営（70．9％）をしめていることは，酪農や肉牛部門への専

門化よりも，その他部分（とくに穀物，バレイショ，甜菜など）との複合経営形態が依然として

支配的であるようにみえる。しかし，酪農（専門）経営，肉牛（專門）経営一「標準費朋補償額」

比率75％以上一がそれぞれ11．3万，1，9万経営にのぼり，農業領域全経営の13．2％をしめてい
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ること織無祝できない。しかもこれに規模階機鏡点を導入すれば様縮は大いに異なったものとな

るう。．

　飼料経営が全農業経営の半数におよぶこと，かつ交易作物との複合経営の比璽が高いこと，そ

の基礎上での専門化一これらは，閣ドイツ農業経営構造分析における灘農・肉牛部門の位1鐵。

今後の展豊を重要な分析課題としていることをしめしている。

　養畜経営……3．6万経営を数える養密経営は全農業経営の3。6％と比率では小さい。養豚（専門）

経営0．8万，養鶏（專門）経営0．8万経営が，西ドイツ農業経営のなかでいかなる特異性をしめして

いるか。これも当爾の分析課題である。

　永年作物経営……6．3万経営（全農業経営の6．4％）で，養姦経営に次いで絶対数の小さな経営

形態である。永年作物経営においては，単一経営部門への専門化傾向が顕著である。4．6万経営

（73。1％）は専門経営であって，とくにブドウ経営が3．6万経営と圧倒的な数をしめている。

　農業混合経営……飼料作の比率が相対的に高い飼料混合経営が半ばをしめる。

　新経営分類によるかかる経営数の実態は，ひきつづき階麟酌分析によって検討され，西ドイツ

農業の資本霊義的進化の地域的構造的分析を必要としている。

（注）

1）「生産額4，000マルク以上（年聞）経営」はそれ1こ相当する生産単位（Erzeugungseinheiten）によって

　間撲的に確定される。竺麗単位をいくつかしめすと，乳隼3頭，肥育豚（8遷聞以上）8頭，繁殖摺雌豚

　5頭，採卵鶏120羽，プロイラ～400羽，ブドウ30a，果爽50a，野菜（露地）30a，花卉（露士世）ユOa

　などである。1966／67年君£C農業構造調査における「例外規定」は生産額1，000マルク以上であった。

SVI12哨tscha∫t　u．nd　8彦atistik　1971．　5，　S．278．参｝照．

2）階藤区分指標として農絹地（LN）は1969年まで使周されてきた。

3）H．HaBkampはいわゆる拙会的体躍（耕作放棄）を基本的には工業地欝に近撲したライン海沿岸地箒を

　はじめとする地域での小規模零縞経営の兼業化。脱農と結合した悶題として把握している。

　墨LHaBkamp，”鍛ethode　und　Ergebnisse　der　Grunderhebung　von　Maiユ971‘‘，　TEfh’tschaft　und

Statistih 　1972．1，　S．14。

　　センサス結果によると，金繭の農用地（奔作付地）は24．5万haにのぼる。絶対数ではラインラント。フ

　ァルツ，バーデン・ヴュルテンペルク，バイエルンなどの諸据が4～5万haで最も大きい。旋胴地（作付

　地）に対する比率では全繭で1．8％にとどまっているが，ラインラント。ファルツ州で5．4％，ザールラ

　ントでは10．0％と穣当に耕作放棄が進んでいる。IVtrtsclzaft　und　Statistih　1972．1，付衰S．12．滲照．

4）熊代幸雄澤比較農法論灘，御茶の水書廃，ユ969年，68ページc．

5）閥上，71ぺ～ジ。

　なお熊代教授は，農法論のなかでこの土地利用方式にもとつく経営区分のもつ意義を検討されており，酒

　ドイッ連邦食糧麗林雀の方式についても，その方式作成過程（「ブッシェ＝・m7Yフェス方式」からの簡略

　化），土地利用方式による農業経鴬型の発析をおこなっている。「しかし経営のもう一つの生産方向，部

　門たる生巌物利粥驚胴嘉飼養離湘工利1搬ま，糠こ有効な基準を補完して鍵える必要がある（例えば象畜密

　渡，大家畜嶺り総飼料面積，家畜義奪成，畜藍および加工晶をふくめた10a当り値など）。」とこの土地利稽

　方式分類の欠陥についても指摘されていることを注記しておきたい。

6）養豚・養鶏部門が大規模かつ購入飼料によって経営されるようになったのは50年代なかば以降のこととさ

　れている。
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　　G．Dennukat，｝1．　RaβkamP，。1〈lassit3zieruns，　cler　land－un（l　foi’stwirtschaft“chen　Betriebe　und

　　deren　Betriebseinkomnien，‘‘Wirtschaft　und　Statissik　19734，　S．211参照．

7）Standarddeckungsbeltragは，その定義”Bruttolelstung　der　einzelnen　Betriebszweisre　abzu菖1ich

　　der　variablen　Spezialkosten“　からすれば「標準叡益額」としてもよかろうが，本稿では原語を琵か

　　して「標準費用補雛額」としておきたい。薪しい経営分類方式（Neue　Betriebssystematik）は，作物゜畜

　　種別「標準費用補償額」の全生塵部門「標準費周補償額」合誹に対する比率を指標としておこなわれる。

　　Laxd”wirtschaプ’tsxZh♂ung　1971，　Heft　5，　Betriebsklassifizierung　un（l　Betrlebselnkommen，　Verlag

　　W．Kohlham三ner，1973，　S　7．以下参照．

8）郡（Kreis）を生産量に応じて3段階に区分するに際して，縢ドイツ全瞬の総作付面稜（各作物について）

　　のうち40％が平均，各30％が「平均以下」・「単均以上」となるように評旛がなされている。乳牛搾乳鍛

　　についてもこの基準が適矯されている。Landzeirtscゐaftszahtu？ig　1971，｝left　5，　S．16．

9）ブドウ作は1965－69年の収穫戴と緬格の平均による。林業は1961年林業調査で確定された木材の威長差に

　　よる。園芸は3段階区分がなされず，すべて平均的な薦出額とされる。圏芸のばあい，産出額の地域絡差

　　よりも，経営聞絡差の方が大きいからであるとされている。ISI）enda，　S・　16・

10）経営部閥別生産量の地域格差の査定は下衰の「樵準」によっておこなわれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

融部 酬王秘工一轟一葺一豪∵平均肚
　　　　　　　　　　1967－69郊　平均生産蚤　　（100kg／ha）

戯．スペ房小麦…1　　癌　　ゼ’閣動　　1　44～
　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ラ　　イ　　麦　　　　　　　　　1　　　　　　　～31　　　　　1　　　　　31～35　　　　　1　　　　　35～

　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

冬　　ソく　　麦　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　～40　　　　　　｛　　　　　　40～44　　　　　　1　　　　　　44～

　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

バレイシヨ　　　　　　　1　　　　　～275　　　：　　　275～305　　　1　　　350～

甜　菜　　　1　　～42。　1　42。～，。。　1　，。。～

　　　　　　　　　　　1970年　平均搾乳量　（1kg／1頭）

牛 乳 ～3，450 3，450～4，050 4，050～

　　　　　　　1967／68～69／70年　平均盤藍鷺鱒格（マノレク，・’kg，，個）

禽巌　　1：1：1∴1：li：；劃；：：1：

卵　　　　　1　　～・．・6　｛　・．・6～・ユ8　1　…8～

　　　　　　　　　　1967－69年　平均類産出額　　（マルク／ha）

野　菜（露地）　｛　　～2，・・。　｝2，・・0～2，75・

ズ曇　1瑠　i2：欝1：1°
林　業　　　　　　～23。1　23・～265

2，？50～

13，600～

5，100～

　265～

（出藤）La？！dzvirtschaftsxit〃2醒9り97ノ，　Heft　5，　S．玉6

11）購入騒巴料についても，ヘクタール当り生産量の郡別格差に応じて3段階に区分される。Ebenda　S．34．

12）変動機械費1こは電力等エネルギー費，水道費（畜念洗灘堀など）が空1こふくまれる。

13）濃厚飼料は，乳牛，整鶏についてのみ生産量の郡瑚格差ICI｛r・じて3段階に区分される。

14）　G．1）ennukat，　II．1竃a‘3ka蓬nP，　a．　a．（）．，　S．216．参銭（｛．

15）土地利罵方式分類においても，園譲（野菜・花齊。穣樹弓封懲・採種）部閏の販売額が総販売額の7e－100
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　　％にたっする場合には，園芸部門（Gartenbau）として，塞来的農業部門とは別綴に集計されていた。

Sta彦istisches　Jαhi’bitch 　乱δεザ　Ernlj　hruns，　Lttndu》ii‘tschaj’t　tmd　Fo7辱sto？1，　圭972，　S．83，　以　F参照．

16）林業については経営形態区分がおこなわれない。林地を樹種溺に区分することは71年センサスではじめて

　　おこなわれたが，　「標準費用補償額」を樹種瑚に計算できないためである。

　　　Landxvi1’tschaftsxlthhtn91971，　Heft　5，　S．　I　L

ユ7）闘定費・共通肇は経営形態刷・規模男旺（標準費矯補償額別）に基準がきめられている。たとえば交易作物経

　　営では，標準費用補償纈が10，000マルク以下の経営は標準費鍔ヨ補償額1，000マルク当り490マルク，10，000

　　～20，000マルク縫営420マルク，20，000～30，000マルク経営370マルク，30，000～50，000マルク経鴬325マ

　　ルク，50，000マルク以上経営320マルクである。Ebenda，　S．36．

18）補助金等の収入については下詑のごとき錦出方法がとられている。

　　1．「価格差補給金（Aufwertu蓋｝gsausgleich）は作物ごとのヘクタール豪り定額の補助金。

　　　甜菜・バレイショは109．50マルクノha，果樹・野菜182。50マルク／ha，

　　2。「支払援助」（Liquiditatshilfe）1ま，経営あたり100マルクとJうえの価絡差補給金総額の23％の合計額。

　　Ebenba，　S．35．

19）経鴬部門とはかかわりのない所得として，農用地（LF）1ha番り40マルクが一奪1孟に加算される。

　　£benda，　S．35．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1974．　7．　21）
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